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空間複合型施設の最適配置問題  
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となる・但し，勺は施設ノの位置，p′（和ま地点エにおけ  

る需要密度を表し，サービスS′の利用圏はそのサービス  

を提供する施設巧を母点とするⅦronoi領域となる．こ  

れを用いて，仝サービスに関する稔移動距離は   

r＝T  
（2）  

と求められる．㌻を最小化する施設配置を求める問題   

r  
巧｝  

（3）  

は非線形計画問題として，鈴木（1990），Suzukieto［．（1991）  

等と同様にIrigJαJ．（1984）の手法を用いれば，降下法によ  

り解を求めることができる．降下方向ベクトルは   

＝  
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を利用すれば，各サービスにおける降下方向の和として求  

めることができる．   

3。円形領域における最適配置   
提供するサービスの重複度が大きい施設同士は，相互排  

斥の関係にあり，お互いになるべく離れて立地する力が働  

く．しかし，施設の提供するサービスが多様化し，重複度  

が減少するにつれ，施設間の関係が相互補完に移行し，相  

互に近接して立地してもよい状況となる．このような力の  

バランスが最終的にどのような適正な配置パターンをも  

たらすかを常套密度の一棟な円形領域で計算してみよう．   

図3に示した施設とサービスの組合せについて，各施設  

が1つずつあるの場合の解を図4に示す．●の施設の周囲  

の数字は提供するサービスを示す．点＝lの場合は中心に集  

中立地し，顔〃の場合は均等配置となるが，鬼がその中間  

の場合は，中心に引っ張られた分散型配置が得られる．  

（4，2）aの場合は庵が乃の素数となっているため2施設同士  

を組み合わせて配置するパターンとなるが，（4，2）bの場合  

と移動距搬は同じである．たがⅠ〃を越えると，どの2施  

設も重複するサービスがあるため，重複度の大小により施  

設間距離が一様でないパターンが待られる．   

4。ぁわりに   

空間複合型施設の最適配置は，単一型の場合と異なり，  

必ずしも均質な点分布とならないことがわかった．現実の  

施設が提供するサービスは，同じものとして扱われるサー  

ビスでも多様な意味で非なる場合が多く，一様でない施設  

分布が望ましい例は数多いであろう．施設数が多い場合の  

求解や，異なる場所にある施設間の械能的な複合等を考慮  

した定式化等については今後の課題としたい．   

なお，本研究は平成11年度文部省科学研究費補助金（奨  

励研究（A），課題番号：107SO273）による成果の一部である   
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1．はじめに   

近年，高地価による公共用地難や管理運営の合理化とい  
う理由により，小・中学校と公民館，図奮館などをコミュ  
ニティスクールと称して同一建物内に設置したり，保育  

所・幼稚園・小学校などに高齢者施設を隣接させて世代間  

交流を促進しようとする例が見られるようになってきた．  
これらは都市施設の捷供する異なるサービスの空間的な  

複合化と捉え，ることができるが，こうしたことが施設の最  

適配置パターンにどのような影響を与えるであろうか．   

本稿軋このような空間複合型施設の最適配置を移動距  

離最小化の観点から定式化し，連続平面上の解を求め，そ  
の特徴を採ることを目的とする．   

2．空間複合型施設の最適配置モデル   

同一の建物や敷地内に複数の用途や機能を持たせた施  

設を空間複合型施設と呼ぷ．いま，施設が提供するサービ  
スは全て対等で〃種類あるとし，それらをSl，S2，…，S．一と  
する．一般にある施設はこれらの内の一部のサービスを提  
供するものとする．例えば図1のように，施設Åがサー  

ビスS．，S，を提供，施設BがS．，S2を提供する場合，口の  
利用者はS一については双方とも提供しているので近い方  

を利用し，S2については近い施設では提供されていないの  

で，遠い施設まで足を運ぶものとする．   

サービスと施設の対応関係は一般には無数に考えられ  

るが，ここでは施設も全て対等で〃種類あるとし，各施設  

はどれも良種類（1≦慮≦乃）のサービスを提供するものとす  

る．例えば，炉4，匪3の場合，図2のようにSl～S。の各サ  
ービスはA－Dの4種の施設のうち3つが提供し，各施設  
はそれぞれ3種のサービスを提供することとなる．（〝，た）  
に対して考えられる施設とサービスの組合せを，炉4，5の  
場合について図3に示す．同じ（〝，桝二対して複数の組合  

せがある場合は，ちbを付して区別する．   
このような仮定の下である領域〟内に連続な需要分布  

が与えられたとき，平均利用距離を最小化する連続平面上  
でのminisumタイプの空間複合型施設配置問題を考える．  
利用者はそれぞれのサービス毎にユークリッド距離で移  

動するものとすると，サービスSfについての移動距離は   
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園1空間複合型施設  
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図2 サービス種別の施設分布（〝d，た＝3の場合）  

A B C D  AB C D  AB C D  AB C D  AB C D   

サ ＋ ＋   ＋ ＋   ＋ ＋ ＋  ＋ ＋ ＋ ＋   

S2  ＋   ＋ ＋   ＋    ＋  ＋ ＋   十  ＋ ＋ ＋ ＋   

S3   ＋   ＋ ＋  ＋   ＋  ＋   ＋ 十  ＋ ＋ ＋ ＋   

5月   ＋   十 ＋   ＋ ＋  ＋ ＋ 十  ＋ ＋ ＋ ＋   
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（4，3）a （4．4）a  
A B C D E  A B C D E  A B C D E   

Sl  ＋   ＋ ＋   ＋ 十   

S2  ＋   ＋ ＋   ＋   十   

S3   ＋   ＋ ＋   ＋   ＋   

S4   十   ＋   ＋   ＋   ＋   

S5   ＋   ＋ ＋   ＋ ＋   

（5．2）a  （5．2）b  

A B C D E  AB C D E  Å B C D E  Å B C D E   
Sl  ＋ ＋ ＋   ＋ ＋ ＋ ●  ＋ ＋ ＋ ＋  ＋ ＋ ＋ ＋ ＋   

S2  ＋ ＋   ＋  ＋ ＋   ＋  ＋ ＋ ＋   ＋  ＋ ＋ ＋ ＋ ＋   

S3  ＋ ＋  ＋  ＋   ＋    ＋  ＋ ＋   ＋ ＋  十 ＋ ＋ ＋ ＋   

Sl   ＋ ＋ ＋  ＋   ＋ ＋  ＋   ＋ ＋ ＋  ＋ ＋ ＋ ＋ ＋   

S5   ＋ ＋ ＋   ＋ ＋・＋■  ＋ ＋ ＋ ＋  ＋ ＋ ＋ ＋ ＋  

（5，3）a  （5′3）b  （5．4〉a   （5′5）a   

＋：施設がそのサービスを提供  

（n′た）：n種の施設がn種のサービスのうちょ種を  

サービスするケース  

（各サービスはと種の施設により提供される）   

図3 施設種数・サ」ビス種数とサ」ビスの組合せ  図4 円形領域における複合施設の最適配置   
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